
 

学校名　　三原市立沼田小学校

改善方策

１０  月  2 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

心も体もたく
ましい児童を
育成する。

認め合い支え
合い、自ら伸び
る、ともに伸び
る児童を育成
する。

・前と比べて良くなったと感
じている児童の割合

・体と動かすのが好きと答え
た児童の割合

・【３年生以上】
児童会活動を通して、学校
をよりよくすることに貢献で
きたと思う児童の割合
【１・２年生】
自ら進んで協力し、楽しみな
がら、わくわく遊びや委員会
の取り組みに参加できた児
童の割合

８０％

８０％

８０％

８０％

97.9%

89.5％

100％

92.3％

122.3％

111.8％

125％

115.3％

A

A

A

A

・前の自分と比べてよくなったと感じている児童の
割合は97.9％で、目標を大幅に達成することがで
きた。保護者アンケートでも、「わが子は自分のよ
い所を知っている」という質問に対して、95.7％の
保護者が肯定的な回答をした。

・「体を動かすことが好き」という質問に対して、肯
定的な回答をした児童の割合は89.5％であった。
同じ児童が否定的な回答をしているので、運動の
楽しさが得られるような取り組みを引き続き実践し
ていく。

・３年生以上に行った「児童会活動を通して、学校
をよりよくすることに貢献できたと思う児童の割合」
は100％で、３年生以上の全員が主体的に児童会
活動に取り組んでいると思われる。

・１・２年生に質問した「自ら進んで協力し、楽しみ
ながら、わくわく遊びや委員会の取り組みに参加
できた」と回答した割合は92.3％で、多くの児童が
楽しみながら、活動に参加できている。

・成長の実を通して、自分や友達のよいところを
見つけているので、自己肯定感が高い児童が多
い。校内掲示や放送を引き続き実践し、認め合
える集団づくりを目指す。

・６月に健康委員会による健康タイムで「ダンス」
や「ドッジボール」をし、みんなで楽しく運動をす
ることができた。運動が苦手な児童も参加できる
よう、選択肢を増やす等工夫して、少しでも体を
動かす経験をさせる。

・１学期は、児童会による「わくわく遊び」、図書
委員会による「読み聞かせ」や「読書マラソン」、
環境委員会による「花の絵コンテスト」「くつそろ
え」など、たくさんの取り組みを企画し、運営でき
た。活動の中で、学校をよりよくするためにはど
うしたらよいか、自分たちで考え、実践できたこと
が、今回のアンケートの結果につながった。

・多くの児童が楽しくわくわく遊びや委員会の取
り組みに参加してくれているので、それを維持し
ていく。

○

○児童会活動の活性化により、3
年生以上の児童の学校貢献意識
は100％、１・２年生の参加・協力
の意識92.3％はとても素晴らしい
成果である。高い数値を維持する
ことは大変であるが、児童発信の
アイデアが実現できるよう、教職
員で協力していただき、すべての
児童の自己肯定感・自己有用感
を高めていただきたい。

●体を動かすことが好きな児童が
数値は達成しているが固定化して
いる現状がある。遊びを通して体
を動かす機会を更に設けていた
だきたい。
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学校と保護
者・地域及び
関係機関との
双方向の信
頼関係を構築
する。

コミュニティ・ス
クールを核とし
た地域との協
働を通して地
域が好きと実
感できる児童を
育成し、地域に
開かれた信頼
される学校の
構築を図る。

・定時退校日の完全実
施。

・年間を通して勤務時間
外の上限時間を超えな
い。
   (月35時間以内・
　　年間360時間以内）

・保護者の学校理解の肯
定的評価割合。
　　保護者アンケート
　　　　　　　（７月・12月）

100％

90%
以上

定時退校
１００％

月３５時
間

以内
１００％

地域学習
９４％

情報発信
９６％

100％

地域学習
１０４％

情報発信
１０６％

A

A

A

・毎週水曜日の定時退校日の完全実施を行
うことができた。職員は見通しを持って業務
を行うことができている。年間授業時数1086
時間を目安に、授業時数の調整を行い、時
間外勤務では、月35時間以内の目標より大
きく下回り、月30時間を目指すこともできてい
る。

・生活科や総合的な学習の時間に、地域教
材を活用した学習を位置づけ実践した結果、
保護者アンケート「わが子が地域のことを学
習したり、地域の方と一緒に活動したりする
のを知っている」の肯定的評価が94.3%であっ
た。目標値を上回っている。

・ICT機器を活用した情報発信や、すぐーる
による学級だより・学校だよりの配信を定期
的に行った結果、保護者アンケート「学校だ
より、学級だより、すぐーる等で学校・学級の
様子が伝わった」の肯定的評価は99.6％で
あり、目標値を上回っている。

・学校衛生委員会を活用し、働き方改革を
行っていく。予定を見える化し、進捗状況を
確認しつつ、お互いが声を掛け合えるよう
にし、職務をよりしやすい状況を作ってい
く。

・学校運営協議会で協議した内容を、学習
に取り入れ、引き続き児童に地域の良さを
実感させる学習を進めていく。

・地域での学習をする際は、積極的に学級
だよりや学校だより等で情報発信したり、児
童が学習したことを価値づけたりするなど
し、家庭でも地域学習について話題がでる
ような手立てを講じ、地域に開かれた学校
づくりをしていく。

○

○学校運営協議会で話し合った
地域活動について計画的に実施
されている。地域のことを好きな
児童を育てていただきたい。

●地域学習の伝統として例年
行っていることが、地域の方の高
齢化によって例年通り実施するこ
とができず、変革していかないと
いけない時期になってきている。
そこで、地域の町内会との協議が
必要である。学校運営協議員とし
ても、できることをやっていくの
で、引き続き、地域と連携していっ
てほしい。
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・確認テストを含めて、全児童が到達率70％以上を達
成した。一方、確認テストを含めない場合、達率70％
未満の児童が、「知識・技能」4人、「思考・判断・表現」
6人いる。
・漢字検定90点以上の児童の割合83％、計算検定90
点以上の児童の割合100％であった。児童によって、
取組姿勢に差がある。
・R80をシェアしている児童の割合は100％近くになっ
ているが、すべての児童が「できている」と言い切れて
いない。
・児童アンケートの肯定的評価は、指標4項目で目標
値を達成した。特に、「今日の学習のまとめを自分の
言葉で書こうとしたり、学習の振り返りを書いたりして
います【R80】」、「算数の問題を解くときは、ノート、ホ
ワイトボード、クロームブック、実物など、何を使うか選
んでいます。」の2項目で肯定的評価が96％だった。

○

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

○「漢字検定」「計算検定」「確認テスト」など、
継続した粘り強い取り組みにより、目標値を達
成しているのは評価できる。引き続き自己の成
長が分かるよう取り組んでいただきたい。、
○授業中の姿で、児童同士が意見を活発に交
流していた。主体的な学びになるよう引き続き
学び合う集団づくりにも取り組んでいただきた
い。

●個別支援が必要な児童への取組を行い、す
べての児童の基礎学力の補償を行っていただ
きたい。そのための複数で支援すること、実施
方法、実施時期の見直しによるスモールステッ
プでの取組は、現状から改善案を考えて実践
されているのでよい。
●例えになるが、漢字の筆順など、漢字を書き
さえすればよい結果論にしていくのではなく、
筆順のよさや意義について丁寧に指導してい
ただきたい。

・算数科の単元テスト（確認テスト
も含む）
知識・技能
  到達率70％未満
思考・判断・表現
  到達率70％未満

・漢字検定・計算検定テスト合格
  90点以上（再テストも含む）

・R80を毎時間シェアしている児童
の割合【R80】

・児童アンケート（４項目）の肯定的
評価

０人

９０％

100％

８０％以上

0人

91

96

94

令和7年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　　　志を抱き、自らその実現に向けて考え、行動できる未来の創り手の育成
【ビジョン】（自校の将来像）　　　組織の一員としての自覚をもち、新たな教育活動の創造に向け、協働できる教職員が創る学校

ｊ
評価

ｇ
目標値

・引き続き、確認テストで積み残しがないようにして
いく。また、ぐんぐんタイムを活用し、各単元の復習
を継続して行っていく。

・漢字検定の問題数や出題方法、実施時期を見直
し、児童が粘り強く取り組めるようにしていく。

・授業の残り5分でＲ80の記入と、シェアを確実に
行っていく。

・児童アンケート「話し合いでは、考え方の同じとこ
りゃちがうところを見つけたり、見つけたことからもっ
といい考え方やきまりがないか考えたりしていま
す。」に課題があるので、算数の授業内で、教師の
発問や板書の整理、話し合いの焦点化を行うこと
で、効率的なやり方規や則性を見つけている児童の
割合を増やす。

学校関係者評価

校番（　１０　）

l   評 価n
改善方策

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
心豊かに　かしこく　たくましく

ｆ　評価項目・指標

自己評価

ｄ　短期経営目標

評価計画

c　中期経営目標

　自分たちで決めた目標の達成
に向けて粘り強く取り組むことを
通して、自己有用感や集団の意
識を向上させる。

働き方改革の推進
校務支援システム等、ＩＣＴ機器を
活用し、
　・スケジュール管理の徹底を図
る。
　・各部、各委員会の組織的な取
組を進める。
　・ＰＤＣＡサイクルを充実させる。

学校運営協議会を実働させ、地
域教材を教育課程に位置付け、
児童に地域の良さを実感させる
活動や学習を進める。

積極的な情報発信
・ICT機器を活用して、学校だよ
り、ＨＰ、学級だより等で積極的に
学校や学級の様子を発信する。

ｅ　目標達成のための方策

主体的で探究
的に学ぶ児童
を育成する。

確
か
な
学
力

基礎・基本の
学力の定着と
思考力・判断
力・表現力の
育成を図る。

・授業改善

基礎・基本の学力の定着
・帯タイムや家庭学習による繰り
返し学習の徹底

・漢字検定・計算検定テスト（学期
毎）の取組

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


